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「帝国自由経済協会」論

山 本 敏

序己

I 概観と資料

E 帝田昌吉経済協会通史

E その役割

く以上本号〉

(次号〉

序 仁二I

帝国自出経済協会は1765年に設立され， 1915年まで存続したo 150年間である o 18主

紀の後半に設立されたこの団体法，ヨーロブノミ各国における用語の団体の中，第52番目

のものであった。しかし，その存続が一世紀半にも及んだものは他に一つもなL、。それ

を異常と言うならば，この異嘗さの正体を明らかにすることは，ロシヤにおける生産力

発展の践をたどる中で，主Lが数年誌にぶつかり，なお必ずしも熟したものとし，昇華し

切れないできた一つの課題である。

一殻に「生産諸力 jの発展をロシヤの資本主義期について考究するとき，誰が社会的

生産の組織者であり，推進者であったかと L、う問題にとりくむ以前にラ f生産諸力」そ

のものの内容が具体的に把握できないことに，怠はまづ戸惑った。全ロシヤ的な規摸で

の生産用具の一覧表も得られないし，人口統計も充分で-td:.¥"、c このままで，政治史と併

列に，ロシヤの資本主義語の「生産諸力j発展を考察するのは，私には是路みせざるを

得ないものがあった。そのような疑念が本積において解明されたわけで、はなく，依然と

して底流をなしている。

帝霞自由経済協会の全活動についてまとめて発表されたのはヴェ・ヴヱ・アザョーシ

キン氏の著作日以外にない。帝国自由経済協会の 150年間という長い存続期間とその活

動の内容とが，漸く 1963年になって誌じめて一冊のものにまとめられたということは，

やはりそこに告か異常なものが惑ぜられる O まだ若い著者アリョーシキン氏の科学アカ

デミー経済研究所における地位や，彼によって出された書物の装槙のお粗末さもさるこ

とながら，アリョーシキン氏を迎えるまで，総計 281冊に上る“Tpy){日 BOJIbHOrO

I1MnepaTopCKoro 3KOHOMH.QeCKOrO 061U，eCTBa" I自由経済協会報告」が放置されてい

たことの異鴬さは，予め記しておくことが必要であると君、う c

もちろん，アリョーシキン氏とその上司であるカラターエフ教援から室接，間接に幾

多の指示，指摘をうけたことは，怠がこの協会の活動を全体としてとらえるためにひじ

ような力になっている C

1) B.B. OpellIKIIH; BOJIbHOe 3KOHOMJItleCKOe 06mecTBo B POCCHH 1765-1917， 
AH CCCP， 1963 
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山本 敏

この論攻の素材は，協会内部の手になる三つの通史(100年吾のもの及び次の25年間

のもの二つ〉の他，レーニン図書館所蔵の“TpY，lJ.bI" と協会のアノレヒーフを骨子とす

る。したがって，アヲヨ一シキ γ氏の用いた資料と大差はなL、、c しカかミし，過不足なく編

年別に通史を組立てるほど充分に

カかミ、つたのでで、，本積の第二部は結局アリョーシキン氏の辿った跡を追う形になった。

また、キンダースレイ氏がロシヤにおける「修正主義者jを追求する中で、行った830

評価の手法同士、第三部においてー大いに参照した。

I 概観と資料

自由経済協会 150年の活動に参加したのは，経漢の理論家ばかりでなく，農工業の実

際家，商人，医者，退役軍人等々で，それらの政治的傾向は種々さまざまであった。た

だ，一貫して言えることは，地主(時期によって焦点の置きどころに大，中，小のちが

いはあるにしても〉の経営にとって有利な資料を提供することが，協会の一つの重要な

課題で、あった。農奴主地主ばかりでなく，自由主義的な貴族やブ、ノレジョアジーも，程衰

の差こそあれ，均しく農工業の生産力発展に関心をもっていた。

協会が出した出販物は 300種に近く，それを部門別に区射してみると，農耕及び畜

産，農業機械化，採取産業，加工産業，農工業に関するもの，国家財政及び金融に関す

るもの，商業及び高業政策に関するもの，さらに，医療及び国民教育に関するものに分

けられる。

また，協会は数次にわたって懸賞論文を募集したが，1861年の農民改革を迎えるまでに

出した懸葉議題は 243に及び，そのテーマは畑作，植産，畜産，その抱一般に農業問題，

医学及び獣医学，採取及び加工業，住宅及び営業用の建築，農業機械の製作等がその主

体をなしているO たとえば， I農民が土地を所有するか，あるいは，農民は動産のみを

所有するか，侭れが社会のためになるかJ，I斌設か小f乍か，農奴労働か自由雇錆労働か

ー経営主にとっては何れが宥利であるかJ，I所領を如何に合理的，かっ経済的に管理す

べきかJ I世襲領における農業生産と農奴たちの工業労濁とを如何に結合させるかJ， 

「ロシヤにおける農民解放の歴史」等々である。

協会の活語綱領は「農耕及び家屋建設に関する，さらに，広くロシヤ帝国の経済の全

部門について，宣伝と普及をすること」で、あった。

このような帝国吉由経済協会の活動は，地主経営が必要とするところにその範圏を摂

られていたが，ロシヤにおける生産力の発畏に大きく寄与したことは言うまでもなL、。

そこに本稿で帝国自由経済協会をとりあげ、る所以がある。

通史についての協会内部からの公式資料法次の三つで、ある 0

1. ア・イ・ホドネフ帝国自由経済協会の壁史， 19652) 

2. ア・エヌ・ベケートフ:帝国自由経済協会の1865年から1890年まで25年間の活動

の壁史的概観，18903)

1) R.K.Kindersley， The First Russian まevisionists，1962 

2) これは創立100年に当って当時，協会書記をしていたホドネフが誌したもの

3) ベケートフは当時協会書記
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「帝冨自由経済協会」論

3. エム・エム・コバレフスキー:150年記念によせて， 19151) 

この三つをつなぎ合わせると，一応存続 150年間が断絶することなくつながるわけで、

ある。しかし，それぞれの筆者の主観の恒異や，それぞれの時期における協会の姿勢の

相異もあって，必ずしも子板に結びつけるわけには行カるなL、。これ以前に都立30周年に

捺して書かれたア・テ・ボロトフの「現代の人々と後代のための覚書2)Jがあるが，こ

れは遂に印刷されないままであったO

この抱， 1850年代の終りに農業問題の理論家として論壇にあったべ・ア・ムルロフが

18世紀末期の協会の業韻を注目 Lているわ他， 150周年に際してコワレフスキーと前後

して「農業報知」誌上にヤリロフ，ア・べ・メノレトヴ f ー，ヴェ・ヴェ・ヒジニャコフ，

ベ・ベ・ヴェセロフスキー，エス・エヌ・プロコポヴィッチ，イエ・デ・グスコーヴァ

ヤが協会の活動について短文を掲載しているのが，これら;主何れも協会の活動に批判的

なものではない。自由経済読会の活動について述べた十月革命以前の文献に特徴的なこ

と比，アリョーシキン氏によると， f支配階級のイデオロギーや，ロシヤ社会の良奴主

的貴族，自由主義的貴族およびブ、ノレジョア自由主義的なグループの意見のたたかいを述

べた経済的業最の分析をなおざりにしていることである O J5〉もちろん，マルクス主義

の手法による論考がまだ普遍的なものとなっていなかった時期においては，これは当然

のことである O このなについて充分な論議をすすめるためには，大部分が未刊のままに

なっている協会のアルヒーフを用いるよりなL、。

ソヴェト時代になってからも，前述のごとく，帝国自由経済協会の活動を全体として

分析したものは，アリョーシキン氏のものの外は皆無で、ある。ただし， 18世紀後手の協

会創設当時の活動を分析したものに，マヴロージン氏のものめがある O 科学アカデミー

経済研究所を中心としてかなり大がかりに編集された「ロシヤ経済思想史J7)の中では

自吉経済協会の活動について第 1巻第 I部の中でわずかに取扱われているにすぎなL、。

この f18世紀の60年北から90年代までの主要な経済問題jの章を書いたイ・ェス・バー

ク氏は，ここで法単に1765年に協会の行った「土地所有権jについての懸賞論文のいく

つかを分析しているにすぎなL、。パーク氏は別の著書で，このことにさらに詳細な叙述

をしている 8)が，懸賞論文の筆者ア・ヤ・ポレノフをはじめ一連の経済思想家たちを，

自由経済協会の活動を中心としてで辻なく，封建畏奴主に反対するものの流れとして叙

1 )コパレフスキーは当持会長である。これはこの時期に辻すでに直接協会の出版物として出すこと

ができず fヨーロッパ報知」誌15号に載せられた。
2) これは、ンチヱドリン名詐図書館の手稿部門所在。
3 ) 口.A.MyJIJIOB， 3a60Ta 06 yJIY弓山emm6hITa KpecTh匁HBO BTOpO員 nOJIOBllHe Xvlli BeKa. 
3anllCKH HMnepaTopcKoro Ka3aHcKoro 3KOHOMHQeCKOrO 06mecTBa， Ka3aHh， 1859， M 3，4，8 

4) BecTHllI三 CεJIhCKOrOX035I長CTBa1915， N己44，49，51，52.
5) OpeIllKllH， TaM JKe， cTp.7. 

6) B.B. MaBpo瓦HH，KpenOCTHHqeCKll註 xapaKTep~BOp 5IHCKOrO npe江口pllHllMaTeJIhCTBa

KOHu.a X種目 Haqa.'Ia XIX B.，"Op06波 MhIllCTOpllll ~OKanllTa"'I llCT別eCKllX 06mecTB"ぬ4，1934 

7) I1HCTllTyT 3KOHOMllKll AH CCCP， I1CTOpll兄 pyCCKO詰 9KOHOMllQeCKO註 MhICJIll，1955 

8) I1.C.5aK; AHTll争eo，n:aJIhHhIe3KOHOMHQeCKlle YQeHH兄 BPOCCllH BTOpOH nO，，'IOBllHhI Xvill Be-
Ka， CTp. 39以下
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出本 敏

述している。そしてこれは，自由経済協会のアルヒーフを全然資料として用いていな

L 、。アリョーシキン氏の著書を迎えるまでに，自由経済協会の創立や初期の活動につい

てもっとも詳細な性格分析をしているのは，エヌ・カ・カラターエフ教授の 118世紀ロ

シヤの経済学史概説」わである。しかしこれも，この著作の表題によって明らかなごと

く，とくに自由経済協会の活動を取扱ったものではない。賦役労i動による所領経営の生

産性を高める上で，自由経済協会の役割を評値しているが，それは必ずしも具体的な数

字にもとずいて生産力の向上を論じたものではなL、ただこれは，協会のアノレヒーフを

資料として論述している点に，パーク氏のそれをさらに進めたものであるということが

できょう O 以上のような素地の上に，パシコーフ，フローモフ，カラターェフ等の諸教

授の下でアリョーシキン氏の著作が生れてきた。アリョーシキン氏は経済思想史を専門

とする研究者である。そのアヲョーシキ γ氏が経済思想、史の面から「帝国島由経済協会J
の研究にとりくんでいることは， JJIjに驚くに価しないことであろう。私にとって興味あ

るのは，かれが「独創的なロシヤ経済思想の代表者たちj として挙げている人の中に，

メ γデレーエブが入っているのことであるG すなわちかれは，ロシヤの経済的発展を求

めて努力してきた人たちとして，経済学周辺の多数の人々を考えているので怠る。農業

と工業の発展のために，有益な知識と技術の普及につとめてきた一連の人々を，同じ系

列の上に考え，その媒体として自由経済協会をとりあげるのである。

豆 帝国自由経済協会通史

一創立をめぐって

帝国自由経済協会が設立された18世紀の後半からさかのぼって約10世紀の間，ず、っと

続いてあったのは封建的な生産様式である。

この封建的生産様式はすでに発展の極に近く，主要な生産要素である土地にたいする

農奴主たちの封建的な所在権と，生産者農民を農奴として土地に緊縛しておくことと

は，生産力の原動者としての意義を失ぃ，むしろそれを抑制する者として作用しはじめ

ていた。

一方，この時期になると，封建農奴説経済の内部に新しい資本主義的ウクラードの蔚

芽が発生し，社会的分業はすすみ，工業の発展と高品，貨幣関係、の拡大が深化してき

た。このことは，マニュブァクチャーの数の増大によってだけでも明らかである O

時期を18世紀にとってみると，ロシヤ産業が依拠していたのは，その殆んどが農奴の

労働であるC たとえば，生産高から言えば当時世界第ーであったウラノレの鉄鉱生産にし

ても，周知のごとく，農奴農民の労働によって経営されていた。その頃ロシヤで行われ

1) H.K. KapaTaeB， OqepKH nO HCTOpHH 3KOHOMHQeCKHX HayK B POCCHH XVIlI BeKa， 1960 
2)植にロモノーソフ，ラジーシチェア，デカプリスト，ゲノレツヱン，ミリューチン，ドプロリュー
ポフ，チェノレヌィシヱーアスキーがある。
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「菅国自告経済協会j論

ずオトチンヌイ ポセシオンヌイ

ていたマニュファクチャーは，貴族たちの註襲地マニュファクチャーと農奴占有マニュ

ファクチャーとに大5せされるが，それを動かしていた労働力は，農奴身分のままの農民
プアブザーチナヤバ_Aシチナ

たちの「工場づとめの賦役」労動であるO まだー殺に，雇靖労働力によって経営されて

いる資本主義主の産業マニュファクチャ一法殆んど姿をあらわしていなかった。つまり

労働力たるべき農民の身分上の拘束が労動力の商品化を妨げ，同時に，資本主義型企業

の成長を妨げていたのである。さらに言うならば，肝心のそれらの産業企業を組織すべ

き人たち，すなわち，新たに興った商人震と富裕な農民たちそのものが， 1衣然としてま

だ農奴的な身分割に拘束されていたし，雇傭労動力は大部分が国有地又は地主所領の小

作畏民であった。しかしそれにもかかわらず，このような生産形態の中から，主として

軽工業，とくに繊維工業において資本主義的ウクラードが生じてきたのは，既存の生産

形態が生産力の発露にたいする内外の要請に正、えられなかったからに外ならなL、。

18世紀の中葉において，ロシヤの主産業は言うまでもなく，農業である。その農業生

産の基盤は，地主的土地所有と農奴農民の労働力とにあった。そしてこの場合，農業の

発展段階を規定するのは，地主ならぬ農民たちの経営水準で、あったo l'可となれば，農民

たちは自分の道具で告分の土地を，また地主たちの土地をも耕していたからである。だ

が，そこで用いられている技術水準は，西ヨーロッバのそれと比較した場合，較べもの

にならぬ抵ど立ちおくれていた。地主と国家との双方からのさまざまの義務負担に打ち

ひしがれていた農民屠は，京始的な用具と!日慈訣然、たる三盟申j畏法とによって，自分の

土地や地主所領を耕作し，辛じて単純再生産を実現しているにすぎなかった。

地主たちが自己の経営を発畏させるためにとった方策法，農奴農民の労働強化であ

る。すなわち，賦役百数を増加し，農民に豆劃された分与地を奴用し，さらに，農民た

ちをメーシャチニクにすることによって，自分たちの耕地を拡大した。

社会的分業はL、よいよすすみ，農民経済も地主経済もおしなべて市場との結びつきを

強めてきた。この時期に，その生産物を高品として大量に市場に出していたのは，ウラ

ノレの鉱山業を除けば，軽工業，主として繊維工場の生産物と地主経営からの生産物であ

るO 商人や農民(富裕な)のもつマニュブァクチャーや，クスターリ営業などは，農民

経営での家産用品などを供給し，それはそれとして一定の役割を演じていた。

国内市場が全ロシヤ的な規模で形成されはじめたのはこの時期である。対外的には，

外国市場に商品を輸出ずるヨーロツバの主導的な国家として登場してきた。輸出商品の

主なるものは，鉄，大蘇，蘇，植物性油，皮革等の農産物および穀物で， 18世紀の中葉

においてはまだ輸出商品の中で穀物がもっとも主要なものではなかった。道路や運輸の

条件がひどく悪かったからである O 領主たちの世襲地企業では，穀物はまた，接造用の

諒料として用いられてLイこ。

辺境の内田植民，自ロシヤをはじめとする周辺の許合は，農工業を発展させ，社会的

分業と国内市場を拡大した。就中，黒海沿岸をとり入れたことは，国際貿易市場への自

由な門戸を開き得たという点で重要な意義をもっていた。

このようにして，農奴制の農業国ロシヤに新たなる産業として工業及。:商業が発展し

てくると，そこに新しい社会搭層としての商工業者層が形成され，そこでは生産をめぐ
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山本 数

る諸関係も古いもののままではなくなってきた。

しかしそうした動きは，必ずしも早いテンポで進んだわけではない。全ロシヤを総じ

てみるならば，この時期に特徴的なものは「絶対王制の強化」である。その場合，エカ

テリーナ二世，パーベノレ一世，とくに前者の役割を無視しではならなL、。

商品，貨幣関係の強化という保面から，封建農奴主的経営を主体とする経済の中にあ

らわれてきた変動は，社会的イデオロギー，とくに経済観の変化によってとらえること

ができるC 貴族層の中のもっとも活動的な企業家グ、ループはラ幾多のイデオローグを輩

出した。それには評論家，経済学者ばかりでなく，工業や農業を実際に経営している人

たちも含まれている。かれらの提起した問題は，工業，高業，高業的農業の発展方策に

ついてであり，また，生産力の発展を阻止しているのは何かという問題である O これら

の評論家たちは大別して二つの社会階層を代表していた。一つは農奴主貴族のイデオロ

ーグ1)で，土地と農奴農民の労働とに対する既存の権利をさらに拡大し，そのことによ

って経営の収益性を高めることを主張した。他の一つは高，工業の経営家たちで，藷工

業活動の自由という考えをまもっていたc しかしかれらは，農奴帯jの撤麗を主張するま

でには踏み切れず，それに一定の「賢明な」枠を設けるべきだとしみ希望をのべたにす

ぎなし、。このよう vこかれらが，資本家的企業精神を徹底して主張できなかったことは，

この階層の経済力が農奴主体制の中で占めていた位置を如実にあらわしていると言えよ

うc この階層が社会的な力として弱体で、あったことはもちろんであるが，経済力そのも

のもまだ脆弱で、あった。

18世紀の末になると，いわゆる革命的民主主義の官矢と呼ばれているア・エヌ・ラジ

ーシチェフが出てくる。か永についての紹介は数多くあるので，つづめて言うと，かれ

が希んでいたのは，生産手段の所有者たる農奴主の手から解放された独立自営農民の輩

出である。高，工業の自告な発展を唱え，貨幣， {lffi棒，信用等の問題についても独創的

な意見を述べているが，結局，農奴制と専昔話政治とが，国の生産力の発展を阻害してい

るものであるとして，その一帯を叫ぶに到るのであるO

さて，工業が発展し，都市の建設や軍事用需要が拡大したことによって， 7南費品とし
ての，また原料品としての農業生産物に対する需要が増大した。つまり，農業に与えら

れた課題はこの増大する需要に応えることであった。

しかしながら，おくれた農業技能，原始的な生産用具，収穫率の抵い穀物，体位の劣

悪な家畜，無肥料，牧草も播撞しないこと等が，植産，畜産の生産性の悪さを，全捧と

して農業の立ちおくれを条件づけていた。地主経営の畏業生産の実鉢はこのようなもの

で、あったので，当面する課題たる農業における生産の急増を完うすることができなかっ

たのは言うまでもなし、。そこで農業における生産力の拡大ということが， 18世紀中葉の

ロシヤの最大の経罪的課題となった。

地主たちは，この課題に直面して，賦役強化その抱の農民収奪の強化をもって対処し

1 )ア・ベ・スマロコフ，エム・エム・シチェノレパトフ等
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たが，それだけでは到底この課題に応えること立できなかった。これら地主の中もっと

も先進的な人たちは，科学的にこの課題を解決する方法を追求した。

「ロシヤ科学アカデミーに農業部門を設置する」というエカテリーナ二位の勅令(

1763年 9月〉は，こうした要望の結実したものである。この勅令に志えて，科学アカデ

ミーに特別委員会が設けられたc しかし，当時科学アカデミー会員であったエム・ヴェ・

ロモノーソフは，同じ種類の機関が科学アカデミーの外にも設けらるべきであると主張

した。ロモノーソブの考えでは，ロシヤ科学アカデミーの主導権は外国人会員の手中に

あるので，科学アカデミーの場で1農業問題をまっとうに解決することヰできないとい

うのである O かれは「全体の福祉」毛「冨家全体としての利益Jという立場から，農業生

産に与えられた課題にとりくむことを繰返し主張した。かれの言葉によると， I国家の

語祉，栄光，輝ける状態j というのは， I何よりもまず，内部的な平安ラ安全および臣

民たちの満足jから生まれるO したがって「国家三ナロードの福祉について配，慮しなけ』れ

ばならないりこの言葉の中にラロシヤ人としてはじめてロシヤ科学アカデミーの会員と

なったロモノーソフの熱烈な祖国愛が汲みとられる O かれi土， 1763年の末に.ICU農ミ寺村、す;
1<ご写モ子ス 1ト、ロイーテリストボ

経営建設国家協議会設立に関する意見jめを書Lイこが， この中でかれは，前述の

ごとく，国家にとって緊急、の農業問題の考究;土唾アカデミーの梓の中でだけ取組むので

なくて，全国家的に取組むべきことを主張している C また，この協議会の会長，副会長

には自然科学に充分明るい人を，また助言者としては，物理，化学，機械，工学，地理

学，植物学，医学の専門学者と，林業家，園芸家およびとくに小作人の中の実践家を選

ぶべきだとしているC さらに，協議会の活動ほ，国の全域に分布された通信員絹と協議

会の各県支部とに依拠すべきものだとした。この意見書によると，協議会の基本的な謀

題は，一，天!長，収獲，森林，道路及び運河，農村工業に関するi吉報をあつめること O

二，農業生産についての研究資料をあつめ，それに審議を加えて結論を導き出すこと C

のこつであった。またかれは，審議会直属の農業実験センターを山間地帯，乾燥地帯，

沼沢地帯，粘土質地帯，牧草地帯等というように，さまざまの地帯に設けることをかん

がえていた。さらにさまざまの農業問題についての懸賞論文を募集することも，また会

員の権矛11，義務を規定する規約をさだめることも，すで、にかれの考えの中に含まれてい

た。言うまでもなくこのようなロモノーソブのあれこれのかんがえは，科学アカデミー

や外国諸機関との緊密な連携の下で‘行なわれることを前提にしていた。

このような国立の機関たる協議会の設立についてのロモノーソフの計画案は，かれの

存命中遂に日の設をみることができなかったC しかし，かれの死後7度半年たったとき，
ザεストロイーテリストボ

すなわち， 1765年の10月に Iロシヤにおける農業と経営建設を奨励するための

1) MHeHHe 06 yqpe)K，lleHI-IH rocy，llapCTBeHHo註 KOJIJlerHH (ceJIhCKoro) 3eMCKoro ，llOMOC-

TpOHTe，;lbCTBa，当時、，llOMOCTpOHTeJIbCTBO、は，農業生産，畜産，園芸，機誠を用いてする仕事，

経営管理等を去、味してし、た。

この意見書はロモノーソフの死後 100年をま壬て， 1871{ドiニAHTOH5Y，llH.'IOBHqが「ロモノーソフの

著作活動研究資料集」の「未刊詩作品分jでiまじめて完去した。
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子百国自由経済協会jがエカテリーナ二世治下のロシヤに誕生したのである。出来上った

帝昌自由経済協会の計画，課題，規約をみると，パラバラの形で、はあったが，ロモノー

ソフの考え方のくり返しであった。

帝国自出経済協会の歴史を書いた人々，ア・イ・ホドネフ，べ・ベ・ベカルスキー，

ア・エヌ・ベケートフ，エヌ・ゲ・クリャプコーコレッキ一等は，協会設立の功績を挙

げてエカテリーナ二世のものとし，計霞や規約を作製したのは官廷司書のイ・イ・タウ

ベノレトだと述べている。これらの筆者たちが述べているところによると，帝国自由経済

協会を設立するという考えは， r開明的な女帝」がロシヤの農業に f熱心」なことの結
果として出てきたので、あり，この考えを実現することをロシヤ科学アカデミー会員であ

り，アカデミ一事務烏の相談役たるタウベルトに任せられたので、ある。

この点について，アザョーシキン氏は言葉するどく反論しているol'アヲョーシキン
氏の言葉によると，エカテリーナ二世はもっともきびしい農奴主として知られており，

農奴農民の収奪を強化することによって貴族措緩の利益を擁護した女子苦で、ある。このよ

うな女帝が，ロシヤの農業について「自己慮した」というようなことが，一体あり持ょう

か。ましてや，タウベノレトのごときがロシヤ昌畏の福祉とか，ロシヤ農業について f配

意したJなどということはできなし、。タウベルトは，ロシヤ科学アカデミーの摩史の中
では，学者としてでなくて，行政家にして猟官者として知られている者ではないか，め

としている。

ヤ・ヤ・ズウティスは，ユカテリーナ二世に岳由経済協会を設立しようという考えを

起させたのは，技師のユイゼンであると述べているわ。 これにたいしてアリョーシキン

は，エイゼンが B30の会員として記録に上るのはやっと1872年，つまち設立後7年を

経てからであることから，ズウティスの意見は疑問であるむとしている G

さらに B30の会員ア・テ・ボロトフの， 1"ロモノーソフによって提起された農業問

題研究機関を設置するという考えを実地に進めて実務的に協会設立の下地をつくったの

は長く協会の書記たりしアンドレイ・アンドレィヴィチ・ナルトフであるめ」 という意

晃を付け加えておこう。

ここでは B30の設立を徒したもの法一体何であったかとL、ぅ問題について少し考え

てみよう c 一言で言えば B30は，工業が発展し，市場が拡大しつつあるとし、う条件の

下で，ロシヤの先進的な貴族たちの農業への援助の要請によって発生したので、ある。何

となれば，農奴農民の経営が崩壊し，封建領主階級の主要な社会的基盤がくずれ，その

停滞になやんでいたからである。

また B30の設立に大きな影響を与えたものとして，農業生産を最も重視していた重

1) Ope回 KHH，TaM iKe， CTp. 18 

2) OpeI!IKHH， TaM iKe. 

3)兄兄 3yTHC，OCT3e註CKH負 BonpocB XVIII BeKe， PHra， 1946， CTp. 338， 339 

4) OpellIKHH， TaM iKe. 

5) A.T. BOJIOTOB， COBpeMeHHHK HJIH 3anHCKH .lI.JIH nOToMcTBa， '1.1， 1795， CTp. 286これは

llI.e.lI.p聞名称国書館手稿部門にある。整理番号 QW，地 66
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農主義者たちの所説を挙げねばならなL、。重農主義者たちの考え方が，ロシヤの高官た

ちによく通る考え方で、あったことは容易に吉くことができるc

さらに， B30の設立を促したものに，当時すでにヨーロッパ各国iこ同類の団体が数

多く存在していて，そhらの積極的な活動について外交家や旅行者たちが広く伝えてき

ていたことも挙げねばならなL、オランダにはじまり，ヨーロッバ各国に及んだ同類の

団体は，すでiこ述べた通り，ロシヤの 830が第52番目のものである。しかし，それら

の中で B30のみが，その後 150年間もの長きにわたって活動を続けてきたことは，一

つには，ロシヤには他iこ荷ーっとして自主的な活動を主体とする学術自体がなかったこ

とがその理由として考えられる。すなわち，全ロシヤに内包されていた近代科学への志

向が乙の B30に結集されたと言うべきであろう O 換言すれば， B30はロシヤにおけ

るもっとも古い学街団体である。 B30設立の通知書の中に次のように言われている。

す記わち，協会は，ロシヤ冨家の[国民の間にラ有益で必要な知識を広めようとする志

向をもって振い立ったj愛国者たちの自由意志による結合体であるO 協会;主，政府機関

のどの一つにも監督されることなく， 「自由jなものであり，それはただ「女帝のみの

正護の下にあるであろう」。事実，エカテワーナ二世以後，バーベノレ A 吐を除くあらゆ

るツアーりは，即位の擦に斡書を以って， B30への「正護」に同意、することを確認

しTこO

一内 規

協会の活動は内規に従って進められてきた。内規の草案は特別委員会によって作製さ

れ，協会の総会が採択し，ツアーりによって認証された。内規によってきめられていた

のは

協会の 日 的

会員の構成

管 理 機 関

選 挙 手 続

活 動 規 定

委員，委員会，支部の設置

会長，書記，会計採，会員及び通信会員の権利，義務

管理機関及び協会全体としての報告の形式

である。 B30が存続した 150年間に，内規が新たに採択されたのは4国，つまり， 1765 

年， 1824年， 1859年， 1872年においてであるo 73iJvこ，部分的な改訂が行なわれたのは，

1816年と 1856年の 2回である。

で辻この内規改訂は，一体何iこもとずいて行なわれたのであるか。言うまでもなく，

B30は常に中小の地主たる貴族層の利益擁護という線を外れることはなかった。 しか

L，その貴族層の支配の在り方;ヱ，国の経済の中に高品質幣関係が発長し資本主義的な

経営形態が拡大するに従って，そのかたちを変えてきていた。協会の内規改訂は，すな

わちこのようなかたちの変化のあらわJLである。逆に言えば，協会の内規がとのように
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改訂されたかによって，貴族層の経済政策がどのように変更されたかを判断することが

できる。たとえば，1765年の内規は，協会が国家の中での「国民福祉の増大jむをうたっ

ているo 1824年の内規をみると，B30の吾的は「主要な三つの源泉一一一土地，手細工業，

工業から得られる国富をっくり出す方法のあらゆる用い方に対する指針Jを与えること

だとしているo B30の課題としてうたわれているものも， 18世紀後半の 1765-1800年

代と， 19壁紀前半の1801-1825年代とでは若干の相異がみられるo 1824年に採択された

内規によると， I市場の需要にたし、する地主経営の適応」と f農業生産の工業との結合

の合E的性」とがうたわれている。また，封建地代の源泉が農業生産に従事する農奴農

民の労動のみで、なく，工業，営業，世襲地企業に従事する農奴農民の労働でもあること

が，内規によって明記されている。ここでわれわれは，当時の農政の基調は，農奴農民

の収奪の強化と封建地代の引上げとにあったことを想起しなければならない。

1824年に採択された内規は，その後の三分の一世紀，すなわち， 1861年まで殆んど更

訂されなかった。しかし，ここで， 1824年の内規が採択されてから約30年後の<<Tpy.ll. bI>> 

に現われた次のような言葉を引用しておきたし、。すなわち，それは， Iその当時(1824)

からくらべると， B30の業務の対象に対する見解も， ロシヤにおける生産性や産業の

状態も，協会の構成メンバーも，本質的に変ってきている」めというのである O ここに

言う「本質的Jとは，地主経営が商品，貨幣経済と市場交換関係、わ中に引入れられ，貴

族経営の現物的，閉鎖的な性格が失なわれて，封建畏奴主体制の基盤がぐらついてきた

ことを意味するo かくて， 1859年に採択された内規誌，農民改革直前の革命的な情勢の

中で採択されたもので、あった。

19主紀になると，地主経営は，亜麻，ラシヤ織，ウオトカ醸造，製糖などの諸企業に

惑に手を出し，それらの工場化をはかったが，イ可れの場合も f農奴労協jに基盤をおい

ていた。農業生産票料の加工業の比重が，地主経営の中で占める割合が漸次増大してき

たので、ある。 1859年Lこ採択された B30の内規が，以前のものよりはるかに具体的，実

捺的なものになっているのは，このことによって説明されるであろう。すなわち Iそ

の力相JItにロシヤにおける農業と工業の発畏と改善を促進するjめというのであるo 農

民改革後には， B30の目的と課題は， ますますブルジョア的なものとなり，それが内

規にも明文化されてきた。 B30をとりまく企業家貴族たちは， B30の目的が資本家的

農業をEざすところにあることを最早かくそうとしなかったのである。

三構 成

会員は正会員及び通信会員から成り，正会員に義務づけられていたのは) I農業，

経営建設，鉱山業マニュファクチャーおよび手細工業についての最新の資料を，体

験によってしらベ，また，自分の経験や外国における諸活動を出寂し，それらを B30

1 )“TpY，ll.bI B30ぺ可.1， 1765， cTp.1 
2) TPY，ll.bI， 1857， T.1， CTp. 73，且e長CTBH冗 06meCTBa

3) YCTaBbI H. B 3 0 沼 BbICO可a員umepecKpHnTbI eMY ，ll.aHHble， cns， 1899， CTp. 83 
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の集会の審議i二提供すること jであった。そして，ロシヤ帝国の国民ばかりでなく，外

国人にも等しく B30の会員になる資格が与えられていた。

会員又は通信会員であったものの中から，めぼしい入の名前を拾ってみよう O

1 )学者

エム・ア・メノレギィヤンスキー，ヴヱ・べ・ベゾブラゾーフ，エヌ・ア・ベゾブラゾ

ーフ，エヌ・ア・ベケートフ，ア・エム・ブトレローフ，イ・ヴェ・ヴヱノレナードスキ

ー，ベ・ベ・ヴェセロフスキー，イ・ャ・ゴノレロープ，ヴェ・ヴェ・夕、、クチャーェフ，

ア・ヤ・ザポローツキー・ディシャトーフスキー，イェ・ベ・コバレーフスキー，エム・

エム・コバレーブスキー，ベ・ア・コストィチヱフ，べ・イ・リャーシチヱンコラデ・

イ・メンデレーエフ， エヌ・エス・モノレドヴィノフ， カ・ア・パジートノフ， ヴェ

ユス・ボロシン，デ・エヌ・スカーノレジン，エム・ユム・スベラ γスキーラべ・ベ・ス

トルーベ，イェ・ヴヱ・タノレレ，エリ・ヴェ・テンゴボノレスキー，エム・イ・トウガンー

パラノーフスキー，ア・エヌ・エンゲザガノレト

2 )ロシヤ科学アカデミー会員

クザングシュテット，ラクスマン，エノレ・オイラー，イ・グメリン

3 )航海者

イ・ェフ・クルーゼノレ、ンュタイン，フィヨードノレ・ワトケ

4 )軍事家及び政治家

エム・イ・クトウゾフ・ゴレニシチェフ，ア・エヌ・セニャヴィン将軍

5)旅行家

ベ・べ・セミョーノフ・チャンシャンスキー， ミクルーホーマクライ

6 )作家，批評家

ゲ・エ/レ・ヂヱ/レジャーヴィン，エリ・エヌ・トルストイ，オリガ・ブォノレシラヴェ・

ヴェ・スターソブ，カ・カ・アルセニエブ

なお，外国人会員の中に，アーサー・ヤング(芙) ，ノレイ・パストウール C{ム〉の名

前を見出すことができる。

会長は秘密投票で選挙され， 1845年以後になると，副会長と会計も選挙によって決め

ら;f'L7三。

B30設立の初期には，協会の中にはっきりした部門分けはなかったc 主として討議

の題材となったのは， 農業， マニュファグチュアラ一般経済問題， 保健一等の問題であ
7Jミタシヤ

り，それぞれの問題毎に委員会を設け，またそれぞれの課題毎に委員会とその解決のた

めの特別部門とを設けていたO ところが， 1824年の内規によってはじめて， B30の協

議会と五つの部門とがつくられた。五部門と l工、

総務部門

学街隊部門

農村の経営建設及び実験農業部門

あらゆる種類の手細工業と高業を扱う部門

人畜の保健部門

である C ところがこれらの与部門は， 1872年に，三部門に総括された。すなわち，
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農業部門

工芸農産部門

農業統計及び経済部門

である。そしてこの三部門は， B30の藍史を終るまで存続した。

毘 会務，活動の足跡

1. 農民改革まで

(1) 総説

山本 敏

創立以来，協会の運営，指導に関しては，殆んどの責任と権限とを会長が掌握してい

た。ところが唱 1859年になってはじめて，協議会が設置され，これが会務の運営，指導

にあたることになった。

B30の活動の範毘と方法とは，それぞれ 1770，1824， 1859， 1872年の内規において

付則によって競定されているc それは
Fモストロイーテリストポ

1 )雑誌を定期に刊行し，農耕，営農，経営建設の先進的な方法を普及するこ

とo

2)改良農業機按の雛型を蒐集し，それを農村の経営主たちに宣伝することo

3)農業および手細工の学校を開設すること。

4 )地主および、大小の工場主たちを援助するために，化学者，機械工学者，撞物学者

鉱物学者たちの発明，発見を科用すること。

5)農業博覧会及び産業博覧会を開催することc

6)農業および工業生産に関する諸問題，社会，経済的諸問題等を課題として懸裳論

文の募集をすることc

7)懸堂募集して集ったすぐれた論文に対して，現金や金，銀のメダノレを授業するこ

と。

等であるc

次に B30の活動の枠について考えてみよう o このことは B30が常に貴族地主層の

イデオローグで、あったといえば，略々充分であるかも知れない。 B30協議会の報告の

中に次のような言葉がある。

IB30から出されるあらゆる出版物は，次の二つの条件を充たすものでなければな

らなL、。
1 )著作物の中に述べられる方法手段は，積極的な発言であり，うまく実用に供され

るようなものでるること。

2)著作に述べられる考え方は，国家の政治状勢に対してあいまいな態度をもったも

のではならないことJ1) 

B30の協議会がきわめて神経質に追跡したのは，取扱うべき経済問題の解決策の中

には，封建農奴主体制に対する都何なる反対論も含まれないようにということであっ

た。 B30の課題として挙げられたものを見ると，

1) )KYPHaJI 3ace瓦al日間 COBeTaB30 24 兄HB.1840 
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それらの課題そのものが，具手本的に農業と直接に結びついていた。何となれば，一般に

領地を所有する景族地主たちは，直接間接に畏業生産に従事していたからである。

18世紀の後半から19世紀に入ると，農業生産はし、よいよ多面的なものとなってきたむ

穀物，工芸作物の栽培のみでなく，畜産や農産原料加工の企業(ウオトカ醸造，製糖，

ラシヤ，石鹸製造等〉を所領の中につくることなどである。貴族層の中のもっとも事業

慾に富んだグループは，昌内市場の，また時としては外国市場の需要に応ずるような多

面的な経営を推進するよう努めていた。

B30がとりあげた，あるいは， とりあげざるを持なかった問題として，さらに，中

小地主の経営問題がある O このばあい，経営問題とは，社会的にはげしい動きをもっ諸

問題であり，社会問題とも言うべき問題であった。その中、注目すべきは，土地所有権と

農奴棋の諸関認との問題，賦役か小作かと Lづ問題，岳由雇龍労{動に関する問題， 12業
生産が如鰐にして工業生産と結びっくかとL、う問題，国内及び国外商業と高業政策の開

題，財政及び課税政葉，土地の社会的所有及び個人的所有についての問題，労働問題等

である。

(2)輪作

これらの問題のうちで， B30にとって第一の比重をもっていたのは，農業そのもの

についての問題であるo 封建時代のロシヤ農業を特徴づけるのは，農業のロOCTpOnOJIbe

と三富市jとである C 地主経営といわず，農民経営といわず，農耕方法が技指的に立ちお

くれ，生産性の抵いことは，その収穫率の低さを条件づけていた。そこで B30の農業

専門家や学者たちは，新しい農法として輪作制叉は多富市jをとりあげた。すなわち，ロ

シヤの農業問題を技術的な蛮で集約し，それを輪作の問題にしぼったのである。そし

て，かれら自身の経営での経験とB30に直嘉する実験彊場の資料とを分析し，地主経営

にしろ，畏民経営にしろ，輪作制乃至多雷管jに移行するようにと説得する活動を続けた。

このような活動の申で主導的な位置にいたのは，ア・テ・ボロトフ，べ・イ・ノレィチ

コフ，ヴェ・イ・レフシン，デ・ベ・シェレホブ，エヌ・エス・モノレドヴィノフ等で

ある。

1827年 1月22日付の年次報告の中に，次のような記事があるo Iドミトヲー・ポタノ

ヴィチ・シェレホフ大佐は，ロシヤのほとんど全域で行われている三園式耕作方法の国

民的福祉にとっての大きな害について演説し，また，畏民も地主も，ひとしく，輪作農

法をとり入れることが国民的福祉にとって郁荷に科益になり，有意義であるかについて

i演説している。」また翌28年には， B30のイニシァティヴにより， Iロシヤに輪作農業
を定置，確立するためのサンクト・ベテルブ、ルグ農事会社Jが創設された。

1837年に，当時 B30の会長であったエヌ・エス・モルドヴf ノフは， I三富式農法

の不科なことと，輪作長法の有益で不可避なことについてj書いてし、るが，その中に次

のような言葉がある O 「ロシヤにおいては，三園式農法をどうしてもなくしてしまわね

ばならぬ一一。輪作による農耕方式こそ，農業発展の主要な，かっ，基本的な方法とし

て，ロシヤに根を下ろさせねぽならなL、o ~しかし，もちろん，モノレドヴィノプのこの

27 



山本 敏

言葉は，農業発展のために輪f乍農法がもっている意義を過大評価していると言-わざるを

得ない。 何となれば，かれは，農業の低位生産性の主要な原因である農奴鋭的な諸関係

について何一つふれていないからである。 しかしながら， この時期において， B30の

会長の位置にあったかれが，戸を大にして輪作農法の普及につとめたことは，少なから

ざる影響をもっていた。

(3) 品種改長

B30はまた，作物の品種改良にも大きな注意を払っていた。品賞のよい穀物を導入

し，普及させるために， B30 前震の種子販売所を設営し，そこでライ麦，燕麦，小麦

大麦の種子を安植に供給した。また，馬鈴薯の栽培をロシヤに普及するため，種子薯の

斡旋に当っていた。 18世紀の前半には，ロシヤにおいて馬鈴薯が栽培されたという例は

殆んど稀にしか記録されていない。殆んどの農民は，馬鈴薯についてまつたく知らなか

つたo 1η767年の
ゼムリヤ-ノイエ干-テラゴ カんト戸7エリ

る。「この地方の住民たちは，地 中 林槍(馬鈴薯のi日称)のことを，その作りか

たを教えられるまでまったく知らなかった。ここでは，以前になかったようなものを生

育したことは，一度もないりわ B30とならんで，馬鈴薯の普及に当ったものに，ノヴ

ゴロドの県知事シベノレスの名を挙げることができる。かれは， 1766年に送られてきた馬

鈴薯の種子を播種するようにとの指示を出したo B30は， この馬鈴薯をどのようにし

て播種し，収穫，貯蔵し，使用するかを印劇物にして盛んに流していた。

(4) 工芸作物

また， B30は工芸作物の普及についても大きな在意を払っていた。たとえば，甜菜，

中国あさ，亜麻，たばこ等であるc さらに，稀少性のある作物，たとえば，とうもろこ

し，米，棉花，こしょう，ポヅプ，ごま，ぶどう，からし，染色用植物心、らくさ，西

洋あかね，インド藍など〉にも関心を寄せ，その栽培を奨励していた。

(5) 植林，養経等

さらにまた， B30は，植林，園芸，菜園，養蜂にも大きな注意、をむ汁ていた。これ

らのうち，養蜂についての B30の指導は，ロシヤの農家経営において占める養蜂の比

重の大きさから言って，とくに注目しなければならなし、改革前の時期においてこの養

蜂に大きな関心を寄せて指導したのは，化学者のア・エム・ブトレロフであった。

各所領に植林するための樹木やその苦木を， B30の経費で発註，分配していたが，

それらは，かし，かえで，ぶな，ねず等の比較的高橿なもので、あった。また，果樹ゃい

ちごの木や種子の普及にもっとめていた。

B30は，地主経営にしろ農民経営にしろ， もっとも収護率の高い穀物，とくに工芸

作物や果樹及び林用樹を成功的にとり入れたものにたいして，金製，銀製のメダ/レや現

金による褒賞をした。もちろん，これら一連の農業改良についての努力の主要なモチー

フとなったのは，地主所領の収入の増大を目的とし，また一方で、は，農奴農民の労働生

産性を高めようとすることにあった。

1)“Tpy江bIB30"， 1767， Q.8， CTp. 61以下
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(6)畜産

農業経営の収支計算をした場合，植産につぐ大きな収入費目が畜産であったことは言

うまでもなL、。したがって， B30もまた畜産の振興に大きな関心を寄せていた。家畜

の品種改良，飼育，治療に関して，多数のパンフレット等の出版物を出し，また，もっ

とも経験豊富な畜童の実際家や学者たちによる公開講演会を擢した。注自されていたの

は， I宅乳畜，幸田毛羊，馬産および乳産物加工〈バター，チーズの製造〉である。 19世紀

の40年代の務りに，また， 1868年に，ベトログラードにおいて，内畜及び乳畜の全露博

覧会が開擢された。

B30 は， ロシヤにおいてのちになって大いに普及したチーズ製造の出始者である O

60年代に，エヌ・ヴェ・ヴェノレシチャーギンをスイスに出張させて，チーズの製造につ

いて研究させた。かれが婦冒するや， B30は 1万ループリを支出して，多数のチーズ

製造アノレテリをつくるよう依嘱しずこのすでに70年代の挟りには，ロシヤにおけーるチーズ

製造は，国外に輪出するまでに伸びてL、た。

(7) 農業機械，器具

農業機械の製造と経営への導入について， B30はどのように考えていたか。 B30の

会員の考え方を代弁して， 1865年に書記をしていたホドネフは次のように書いている。

すなわち， I国民の文明化の設階;土，ひろく一般に用いられている農兵の質によって誤

られるJ1) と。 B30(二陀嘉して，農業機械のそデノレを展示した博物館が設;ずられた。

B30は， じましぼ主主兵博覧会や畏具実演会を開濯した。新しい農業機破の紹介，解説

をするために、おびただしい数の印崩物を出し， “TPY，l{hI" もそのために多くの頁数を

害れ、てい乙O

1824年に，協会は独自の農業機械製作所をつくり，それは 1844年まで 20年間存続し

た。ここでつくったのは、プラウ，まぐわ，播種機，民撰器，精選機，耕転機，大鎌、

鎌，馬用レーキ，種子援持器，刈取機，脱穀機である O ここでの実験成績は，広くロシ

ャ国内に知れわたり，数多くの問合せが殺部したo 1773年に機械工のサモイロフが排水

機を考案し，その設計図を送ってきたときに、 B30は会員であり，著名な物理学者で

あるオイラーにその検討をさせているC 同亡く 1773年には，農民イワン・モチキンから

も脱穀機の図面が送られてきた。 1829年にはベレッキー・ノセンコの蒸気プラウが出た

し， 1855年にB30において報告した機械工ゲ・ア・チャプルィギンの発明は， 32の多き

を数える o B30はまた，各種機被，器具の検査にも当っていたが、その中には水力圧

搾機，搾油機(援乳器〉ラ杭打機，製粉用機械，装置等があった。

穀倉，納呈，家畜用諸施設，畜舎，農民の住居，簡素な暖房用暖炉，運搬用の車道の

状況等についても，“TpY，l{hI" の紙面を害れ、て組織的な発表を行ってきた。

61年の改革以後，地主階絞の一部と富農層と i主，広汎に農耕労{爵用具を用いはじめ

た。 B30は，畏業生産用具の実l換を主要な任務とする特別委員会を設けた。

1865年と1871年に，ペトログラード，スモレンスク，その抱の諸都市において農業機

1) A.11.XO，lJ.HeB， I1CTOpHH HMTI. B30， Cn6， 1865. CTp. 231 
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械博覧会が行われた。すぐれた機械の雛型を実地に試用するために， B90は，その購

入のための特別資金を個々の地主たちに与え，復用の指針書を型布した。また， B90 

は，大小個々の地主経営や農民経営に農業機械，器具を普及させるために，クスターザ

営業がすき，播種機，風撰器，馬用レーキ，脱穀機等をつくるのを大いに援拐した。

(8) 実験冨場

B90は，時離物による宣伝啓蒙だけで満足していたわけで、なく，独自の実験農場を

もっていた L，種々の作物の成育状態を観察するために，時として会員の私有地をも利

用していた。 B90直属の実験農場では，長期に渉る各種作物の観察を行い，その結果

を公表してきた。各種肥料(石膏，硫酸，石灰を含む〉の諸作物にたし、する把効を調べ

ていた。作られたものの中には， 89種類の馬鈴薯，各種のタバコ，とうもろこしなどが

島った。

(9) 博覧会

B90によってたびたび農業博覧会が開催されたが，その目的は， I地主，事業家お

よび農民が，経営管理，農具製作，肉畜及び乳畜飼育のすく守れた経験を見散うようにす

る」ことにあった。 1850年に行われた農業博覧会は，ロシヤで最初の，かっ，きわめて

大規摸のもので、あった。この博覧会には，ヨーロッパ・ロシヤの全県とジベリヤ，カフ

カーズ地方およびフィンラ γ ドからの参加があった。ベ・エム・プレオブラジェンスキ

ーの記述めによると，この博覧会には 3，500以上の出品物があった。すなわち，

穀物其他澱粉質植物 86 

根菜類 。
繊維葉，染料用植物 340 

木材類 66 

果実，菩類 45 

読菜類 75 

家畜各種 48 

土壌，鉱物，粘土，塩，石灰等 330 

農工産物 1，430 

農業機械，器具 190 

改良農具雛型 114 

等で島る。この時の博覧会についてプレオブラジェンスキーは， Iこの博覧会がわれわ

れに示したのは，この20年間にロシヤの農村工業が棺当急速に発展したことと，わが国
セリスヨエ プロムイセん

では以前は知られていなかったような一連の農村営業が発達し，また，いちちるし

く改良され，たいへんな規摸に達したことであるJ2)と述べているo 第二回目の農業博

覧会は1860年に開催され，出品物の数は 3，700以上にのぼったc

総他産業

以上主として農業における B90の技衛的指導について述べたが， B90の注意はま

1)“TPY，llhl"， 1851， T.l， CTp. 123以下
2) TaM iKe 
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た，採掘産柔についてもむけられていたσ すなわち，石炭，泥炭，鉄鉱，明ノミン鉱等の

採掘である。その他，ソーダ，化苧肥料，染料等，これらは概して国民経済的な怠味で

大きな比重をもっていた産業で、ある o 18世紀の末から19世紀の前半にかけて， B30 は

有用鉱物採掘に関する懸賞論文を募集した。しかし，豊富な天然資源と B30による調

杢成果とにもかかわらず，実際にはそれ程の成果を挙げられなかった。その国は，要す

るに，封建ロシヤにおける技術的な立ちおくれである O

帥保 健

B30の活動i土，上述のごとき産業指導にとどまらず， きわめて多面的なものであっ

たっその中とくに注目すべきは，種痘に関するものである。天然痘による死亡者の数は

毎年数万人の多きを数えていたが，ツアーワ政府の行政指導は，状態を改善するために

殆んど何の影響力も持たなかったo B30 は，県の種痘特J31j委員会設置と種痘接種のた

めの劫医を大量に養成することにおいて，主導的な活動をすすめてきた。謹痘の接種を

組織的，成功的i二仔った人やすぐれたIlJJ医たちにたいしては，致府の名によって，また

B30の名によって数々の褒賞を行った。小児を対象とする種痘の接魯は， 1824年から

1845年までの約20年間に， 4，100万人を数えているo B30 は，謹痘をはじめとする国

民保健一般について多くの出版物を出し，宮内外の学者たちの医療業績を紹介し，ま

た，家畜の病気やその治療方法なども紹介した。

弘幸出 版

B30 によって出された定期刊行物その組の出寂活動について述べる場合， 先づ挙げ

なければならないのは， r自由経済協会報告 (Tpy瓦bIB30) JであるO “TpY，lI，bI"は150
年間にわたって組織的に出版され，賞に協会活動の槙粁となってきた。これが発行され

なかったのは， 1776--78年， 1821-31年， 1834年， 1836-41年および 1901年だぼであ

るo 1765年から 1915年まで， 150年間に全部で281冊出ているc この間ラ 1821年から

1841年まで(但し， 1833年と1835年を除く) ~ì ，“Tpy j{bI"に代って別の冊子を出して

L 、Tこ。

“Tpy j{bI" 以外に出した雑誌は次の通りである。

“3KOHOMHQeCKHe H3BeCTH兄"1788-1789 

“Kpyr X03冗員CTBeHHWXcBej{eHHA" 1805 

“AT.nac My3eyM I1B30 "1841 

“λeCHO註)KYPHaJI"1845 

“3KOHOMHQeCKHe 3arrHcKH"不詳

などである。

ゆ教育呑蒙活動

B30はまた，多くの学校をつくった。それらの中には協会の資金によるものもあり

また，会員の忍的な資金によるものもあった。たとえば，ストロガーノフ伯爵夫人によ

る「農耕と手工の実践学校， (1825"-'1844)などである。これらの学校において，若い

農奴たちに農業，鉱山の採掘技街，手工業等の教育が施された。 1849年に B30がベテ
ノレブ、ノレグにつくった農業学校は，オブテンスク農場の中に実験圏場をもっていた。 B30
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の奨学生は，経験豊かな地主の怠経営など〈チェノレニゴフ県のカンヂーブ，タヴダリー

県のデ・べ・シェレホフ，ハリコフ果の教習農場等〉に派遣され，また，森林誤Ij量専門

学校，ゴノレィゴーレツ専門学校や外国にも派遣されていた。これらの学校開設や奨学生

によって 830が意図したのは， I輪作農業をおこない，畜産部門を強化し，人造肥料

を使用し，交通路を改善L・h ・..さらに，農業科学の実設的，ならびに理論的研究jをす

すめることであった。

830 による公開講演も非嘗な評判を呼んだ。 1860年の 830協議会大会誌に次のよ

うな記述がある。すわち， I従来のとおり，物理学，化学，林学についての講義が，無

料で、行われた。出席者の数は， 830のホーノレが時としてそれを収容しきれないほどに

多かったりむ講義を担当したのは，著名な学者や実践家たちである。すなわち，農学は

教授エス・エム・ウーソフ，ア・ヴェ・ソヴェートフ，経済学については教援イ・ヴ

ェ・ヴェノレナドスキー，イ・ア・ゴノレロフなどである。

倒経済調査

ロシヤ各地の経済状態について， 830は大きな注意、を払っていた。農業生産の自然、

地理的および経済的な諸条件を具体的に知らなければ，協会として個々の地方の農業を

援助するに当って充分な根拠をもって審議で、きないというのが， 830の会員たちに共

通した認識で、あった。とくに18世紀のロシヤにおいては，個々の地方の経済状態につい

ては具体的な資料に乏しく，極めて不完全な知識しかもっていなかった。領域の広さ，

住民の数が明らかにされておらず，気候，土壌，植物および動物，有用埋蔵物，県の経

済的な特性等々について，ほとんど何も知られていなかった。 830は， 1765年創立の

年に，ロシヤ各地の経済資料を集める最初の試みを行ったが，その方法は65間から成る

アンケートによるもので、あった。むこのア γケートは，ロシヤ全域の県知事，大きな所

領の経営に当っている経営管理人および各個々人に送られた。アンケートの内容は，耕

作地くその分類と地質構成) ，播種作物の種類，耕作方法，輪作，農具，土地資源，森

林，河川，魚携等にわたっていた。これらの項目によって，その地方の経済的潜在力を

知ることができた。もう一つの問題群は収穫率，収益性，取引関係，商品価格，輪送方

法，交通路，習俗，住宅用及び営業用建物，住民の主要な生業等に関するものであっ

たO さらに叉，住民の社会的状態についての問題もあった。たとえば，賦役の量，農民

たちの暮し向き，農民の貧国の原菌，というような問題である。

しかし， 830の通信員の中で， このアンケートに回答を寄せたものは極くわずかし

かなかった。これは，ロシヤ貴族のかたさ，保守主義，他の県に比較して自分の県が劣

勢であるのを明らかにすることへのおそれ等がその所国である。ともあれ，ょせられた

回容は， 18世紀の末の30年間のロシヤの経済状態を知るために，きわめて重要な資料と

なっている。 3)

1765年のアンケートばかワでなく， 1784年， 1785年， 1786-88年に行われたアンケー

1) Xo江HeB，TaM )Ke， CT手 278
2) “Tpy瓦日"， 1765， CTp. 180 
3)この回答は“TpyぇhI"地 2， 3， 7， 8， 10---..，13， 23， 26 (1786'"""'88)に陪融されている。
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トへの回答も， 830を満足させることはできなかった。そこで 1790年に，ロシヤ各県

の怠在地の経営について書いた人を褒賞すると発表した。そのテーマは次のようなもの

であったc

1. その地域について(乾燥，水，気侯〉

2. その地方の埋蔵物及び自然資源と経営の中での，また工業用としての有効な舟い

jJ 

3. 経済的な研究対象

4. 都市住民及びその営業の経済的習彊，都市営業の種類，生産対象

5. 農村住民とその習俗，すなわち，農村営業や労慣用具について

6. 高業の状態，商品の種類(各季の価格を陀す〉移出入高品一覧

1790年のこの試みは，問題の立て方が組織的，体系的になった点で，それ以前に行わ

れたアンケートに数等まさってしイこ。しかし，このときにも広くロシヤ貴族層の同調を

よぶことはできなかった。寄せられた回答の中で，多少とも研究資料として役立つこと

ができるのはんーニン中尉からの回答である。

1801年にも再びアンケート調査を行ったが，これには1813年までに12回答が寄せられ

た。それらは，ヤロスラヴ，モスクワ，アストラハ γ，ヴォノレィニ，ベノレム， トウーラ

イルクーツクの諸県とカフカースについて書いたものであった。その中，興味あるのは

830の会員で県測量士のローセフがイルクーツク呆について書いたものである O

1829年に 830は， rロシヤ農業カレンダー，実際的農業指針jを出版するための資
料を集めはじめた。 1830年から10年間，多数の会員がロシヤ各地で資料の募集に当っ

た。 830はまた，国内外の穀物{面揺に関する資料を定期的にあつめる仕事もつづけて

いた。穀儲の問題は，とくに主穀地帯たるザボーノレジヱと高部諸県の地主階級にとって

重要な問題であった。 19世紀の40年代は，賦役制の危機であり，ロシヤの地主経営のも

つ現物的な性格が次々と失われ，積極的に商業，車場関係に入っていった時期である。こ

の傾向は，イギリスにおける穀物条令廃止によって，ますます拍車をかけられた。 B30

の第三部に殻価問題特別委員会が設けられ，この委員会の指導の下で， 1847年にロシヤ

における穀価の平均価格に関する資料が出版された。

1849年，カルパチヤ山脈からウラル山脈にし、たる広範臣の黒土帯の研究がはじめられ

た。 830は，ベテノレブ、ノレグ大学の若い研究者セミョーノフとダニレブスキーをこの調

査に派遣した。しかし， 1850年にダニレフスキーが突然政府から招喚され，この調査は

中断された。

(15)統計

1845年から1852年まで， 830は，政府の農業統計業務に参加してきた。この仕事は

了ロシヤ経済統計資料Jとして， 1853年に 830の資金で第1巻が出版された。その指

導i二当ったのは，会員で統計学教授のイ・ャ・ゴノレロフであるc

1861年，国有財産省、の提案により， 830の会員及び通信会員の手で， ロシヤ各地方

の農業経営において実際に必要なものについての資料を集めた。
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2. 農民改革以後

(1) 

1861年の農民改革以後， B30の活動の方向にも以前とは若干異るところが出てきた。

すなわち，景族とブノレジョアジーの企業家たちの利益に応えることが，一つの大き主課

題となってきたのである。

改革後多くの地主たち辻，自分の経営を賦役から雇傭労働に切り換えることの困難さ

をおそれて，なす指を知らない状態に陥っていた。そこで B30は，地主たちが資本主

義的な発展の道に経営を切りかえていくのに協力することを以て自己の課題としたので、

あるo 1859年，農奴主経営体制の危機に， B30第三部に政治経済委員会がつくられた。

しかし，この委員会が活動を開始したのは改革の終って後のことである。この委員会の

設立者であり，積極的な活動家の中に名を連ねているのは，経済学者イ・ヴェ・ヴェノレ

ナドスキー，イ・ヤ・ゴノレロフ ヴェ・ベ・ベゾブラーゾフ，ヴェ・イ・ヴェシニヤコ

フ，公爵ヴェ・イ・ワシリチコフなど37名である。委員会の関心は， 1"財政，経済関係、

の問題にむけられていたが，それらの問題は純粋に学問的なものよりも，現実的な意味

のある問題であった」むこれらの問題の中の第一群は，生産の三要素一一土地，資本，

労簡の役割と意、義の理論的研究を主張するもので、あった。第2群の問題は，地主経営の

合理的な遂行方法に関するもの，すなわち，生産組織，労i動力利用，地代徴収の形懇等

である。第3群は，商取引に関するものである。貿易政策，関税，税，市場，農業，穀

物倉憲，交通路と交通手段等である。第4は，ツアーワ政府の財政政策とその農業への

影響についての問題群であった。すなわち，貨幣流通，信用機関，信用形態，租税の種

類等である。

政治経済委員会は1872年まで存続し，その後新しい内規によって，農業統計と政治経

済の問題を取扱う B30第三部にその機能が移管された。了震10年間に渉って存続した

この委員会は，政治経済的な分野における B30の活動に一つの基礎を与えた。会で提

議された問題の中には，ロシヤ国民の関に政治経済の基本的な事実を知らせることや国

民経済の基礎的な知識を教える婦人学校を含む教育機関の問題なと、があった。

この時期から，機関紙“TpY，lJ.hI"の紙上に体系的に掲載された記事の中には，新しい

諸条件の下での「利潤のあがる J 経営方法，もっとも生産的な雇鵠労働の利用，全~又支

の正確な計算，多掴帯j輪作による集約的，多角的な経営組識等の問題があった。

しかしながら，農奴制の撤察後も，古くからの農奴主的な立場を保持しようとする志

向は地主たちの間に抜然として強く残っていて， B30の内部におし、ても，農奴主地主

的な行き方と自由主義的，企業家的な行き方とが活設な論議をたたかわせていた。 1861

年の改革は地主経営を破壊することなく，雇錆労{動者の労働を利用することが農業の生

産性を高め，地主所領の生産物の商品化率を高めると考えていたのは，地主貴族層の中

のブ、/レジョアイヒした部分にすぎなかったO

1)“T予YえhI"1862， T.2，巻頭言
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雇傭労犠に基いて経営を組織するには，農業機械，諸道具一式，輸送，役畜ラ種子，

肥料等に資本をかけることが必要であったO ところが大多数の地主たちは，そのための

充分な資金を持合せていなかった。その故もあって，かれらは農奴常!の遺骨手jをまもるこ

とを頑強に臣守していた。 B30の提唱する刈分;ナ方式を採ることは，農民の長兵，牽

引力および労働力で以て地主の土地を耕すことができるときにのみ可能で、あったO 或地

主は次のように書くのに匿名を用いている o I土地をメ日分けに出すことは今や成立す

る。われわれの経営にとって，農業を遊続し，ロシヤの穀作者たちの先頭にいるための

これが唯一の存京!な方法であるけめこれにたいして編集部は補註をして，メ日分げは「一

時的なもの」であり， I純然、たる賃貸し，あるいは農場経営，ましてや缶人的に経営す

るのは，現在でさえもっと幸lj渇のあがるものであるべきだj幻と述べているO

(2) 

1865年， B30創立 100周年を祝って行われた村の旦那衆の第一回大会では次のよう

な提案が行われた。つまり，貴族企業家たちの経営と直接関係ある問題をプログラムの

中に入れるということである。そこで、地主たちがとりあげた問題は，次のようなもので

あった。工業とグスターワ営業との農業生産にたL、する関係，賦役によって土地利用を

続けることの合ヨ的性，農業金融機関の設立，土地改良等であるc また，ロシヤ全域の

経済状態を広く利用するべきであるという新たな提案が行われ， B30はロシヤ地理学

協会と協力すべきであるとされた。

その結果， B30 はロジヤ地理学協会と一緒になって， 1867-68年にロシヤの穀物地

帯を研究する謁査隊を 8つ組織し，調査結果を公刊した。めこの報告書の中から日ぼし

い筆者を拾うならば，何れも当時の著名な経済学者で，イ・エフ・パノレコフスキー，ベ

・チュピンスキー，アカデミー会員ヴェ・べ・ベゾブラーゾプ，統計学教授ユ・ェ・ヤ

ンソン，エム・ラェフスキー，ヴェ・イ・チャスラフスキー等である。この報告書に述

べられているのは，穀物生産，収穫率，市場価格の変動，運輪の状態，港，淀泊所，倉

庫業，穀物積荷の動きの主要な方向等でるり，筆者たちは，j設物取引の経織改善，鉄道

建設等について自分の意見を出している。

(3) 

80年代に小麦の国際価格が大暴落し，地主たちの輪出貿易が危機にひんしたとき，地

主経営を支える方策として B30は，穀物積荷の移送に対する課税の軽減を政府に要望

した。このことを最も強く主張したのは，ぺ・エリ・コノレブ男爵と 7 ・ェス・エノレモロ

フである。

80年代の務りに，今度は政府の方から B30に対して関税政策に対する意見を求めた

が， B30は農村の経営者たちの利益を擁護する立場を堅持して，関税の大削減に賛成

するという意見を述べた。すなわち，ロシヤの穀物生産が国際市場での競争に勝つため

には，そうする以外にないと主張したのであるO

1)， 2)“TPY.Abl" 1863， T.1， CTp. 3~5 
3)“TPY.Ahl 3KCne.AHUHH，CHap冗)l{eHHO話回MnepaTopCKHMBOJlbHbIM 3KOHOMH'IeCKHM H PYCCKHM 
reorpa争HtIeCKHM06mecTBoM江え完 HCCJle.AOBaHH兄 XJle6HO員TOprOBJlHH npOH3BO.AHTeJlbHOCTH 
POCCHH" B 4 TOMax， 1868-77 

35 

• 



山本 敏

但)

1876年， B30はゼムストヴオの活動を研究しはじめたo 1864年に行われたゼムスト

ヴオ改革は，自由主義的な地主曹とブ、ノレジョアジーへの専制政府の部分的な譲歩であっ

た。ゼムストヴオの創設は，ロシヤにおいて発展しつつあった資本主義の諸条件の下で、

専制機構を強化するという方向での方築であったと見るべきであろう。ゼ、ムストヴオが

やっていたのは，郡，果における農村文化方策，農業センターをつくること，クスター

リ営業への協力，定期市，道路建設，さらに，間民教育，国民採建の指導等である 0

B30は，その定義を認めつつも，ゼムストヴオの行ったこれらの仕事がその場限りの

・ ものに終っていることに注目した。書記のベケートフによると，それは「力と時間と金

のむだ使い」であった。しかし， B30はゼムストヴオ創立後の 10年間はその活動を宣

伝し rゼムストヴオ年報J6冊を出した。
(5) 

1873-----75年に，アカデミー会員のベゾブラーゾフによって農業統計をとることが提案

された。改革後に，新しい経営方式をとり得ない地主たちによる土地の売却がはじまっ

ていた。そこで B30は，アンケートによって次のような問題にとりくんだ。すなわち，

郡，果毎の土地所有単位の数，それらの土地の広さ，土地の所有，所有および利用の形

態，売却地及び貸地の錨格，耕作人の義務負担，土地所宥者の負震についてであるO こ

のア γケート調査は興味あるものになる筈だったが，以前と同じくゼムストヴオや県機

関の無能なことから B30として所期のものは得られなかった。

(6) 

経済的な問題ととりくむばかりでなく， B30は以前と同じく，文言馨発の活動を設

けてきた。 1861年には B30第三部に文盲啓発委員会ができた。この委員会がとりあげ

たのは，大衆の間に教育を普及すること，農業及び技術学校をつくること，その教科プ

ログラムをつくること，啓蒙的な教科参考書の編纂と出版，国民図書館をつくることで

あるO この委員会は35年続いたが，その間に国民教育に関する著作 120種類， 200万部

を出した。活動家の中に法，ヴェ・ヴェ・スターソフ，イ・ヴヱ・ヴヱノレナドスキーの

外，旅行家のベ・べ・セミョーノフ，作家のヴェ・ゲ・コロレンコの名前も見られる。

この委員会の活動が活発化するとともに，内務省の不満を買って， 1896年に解散した。

これ以援，ツアーリ政府は B30に対して攻勢をとるようになってきたのである。

(7) 

B30の行ったロシヤの自然にたし、する研究と調査は，とくに注自に倍する。まづ前

年代には，大規模な土壌調査と禾穀類にたいする肥料の影響についての研究がはじめら

れた。この研究の基礎をきずいたのは著名な化学者デ・イ・メンデレーエブであるc か

れは， 1865年にこの調査の結果を B30で報告した。ひきつづき1869年まで，多くの県

で一連の実験を行ったが，シγ ピノレスク県の実験園場ではカ・ア・チミザヤーゼフが指

導に当っていた。この研究の結果は， r燕麦，ライ麦の収穫に与える肥料の影響をみる
ためのシンピノレスク，スモレンスク，ベテノレブルグ諸県で行われた実験報告j と題して

B30から出版された。 70年代の終りにかけて， メンデレーエフによってはじめられた
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仕事を受けついで、続けたのは，土壌学の始祖と言われるヴヱ・ヴェ・ダクチャーエフで

ある C かれは B30の依託をうけ，その資金により， 1878年から79年にかけて，黒土研

究のための二つの謂査隊を組織した。この謁査隊には，メンデレーエフをはじめ，ア・

エム・ブトレロフ，ア・ア・イノストランツェフ，べ・ア・コストィチェフも参加し

た。この調査結果は， rロシヤの黒土j と題して， 1883年に出版されたが，これはロシ
ヤの黒土帯土壌に関する最初の学問的著作であるc

1888年には， B30;こ土壌関係、の持別委員会を設け，パワーとシカゴの[辻界博覧会への

出品物の作成にあたった。 189ヲ年この委員会の指導の下に雑誌、「土壌学Jが発行され，

さらに1901年から 5年間「土壌博物館jが開設されてし、た。

B30の事業プログラムの中には， r外国経済事清の蒐集」という一項が加えられ，
外国の出坂物の翻訳，外国人会員，通信員，外国の学者，団体，外国に出張した会員，

領事，大{吏等から送られてきた資料が“TpY，lI.bI"その他の協会出版物に印刷紹介され

た。とくに B30と密接な連携を保っていたのはドイツの経済諸国体であり，また，パ

リーの農業協会，フィラデノレフ f ア農業協会， ミラノ経済協会等である。

(8) 

B30の会員構成にも，改革後のロシヤの状態の変化に芯じて若干の変化がある。すな

わち B30の積極的な活動家の中に，貴族以外のラズノチンツィ，商入居，事業家，小

ブ、ノレジョアジーの顔が目立つようになってきた。これらの人々はヱげしい社会的な問

題を協会の審議にもちこんだ。

改革後のロシヤにおける経済患想にさまざまの流派ができてきたこと;土，国の経済的

発展の問題に関連して，諸階級の利益が程対立していたことのあらわれできうる o B30 

にもさまざまの搭級の代表者が入っていたので， 80年代から90年代にかけ』て，ロシヤ資

本主義化の問題について，貴族的，小ブ、ノレ告とJおよびブ、ノレジョア的経済思想の代表者たち

の関で，活設な論議がかわされた。とくに1895年の B30第三部を場とするナロードニ

キ主義と合法マルクス主義との間の論戦は，ロシヤの経済思想、史をたどる場合i二，一つ

の大きな焦点となるであろう O D ここでは，しかし， B30がそのような場になったと

いう事実をあげて， B30の此の時期のすがたを述べるにとどめよう O ともあれ， B30 

の中での論議は，結局のところ小プル的なものに終っていたが，それでもツアーリ政府

の B30にたL、する心誌は著しく悪化した。 B30の活動についての 1898年 4月初日討

の念書の中で，内相ゴレムィキンと国有財産相エノレモロブは次のように述べているo r 
協会は政治的な斗争の場となっており，多数の報告者たちが，公然、と故府に反対する涜

派に属している」。そしてかれらは， B30の内規変更を要求したのである O 翌 1899年

に，ツアーリの勅命によって1872年以来の内規に検討が加えられ， B30の活動は農業

生産の技術的な問題の枠内i二限定されるニとになった。その上ツアーリ政府は， B30 

の錨々の活動に圧迫を加え，協会の会議に自由i二出入することを禁止し，学問的な報告

1 )この点を含めて，出IjIJ'(lln氏ーによる続々 がJiな研究がすすめられている o I司氏の f1890年代ロシヤ
の経済思想、の動向」、経済Jlfむ麦、M94，No.2， 1964地参忠。
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のプログラムさえも統制し，農業及国宥財産相ア.エス.エ/ルレモロブの監視の下におか

れた。これによつて，創立以来堅持してきた如何なる国家機関にも属さないという 830

の憲章はもろくもくず

協会の新しい内規を作成する仕事;ば土，二つの委員会がこれに当った。その一つは，国

会法律部会の代表者エム・エヌ・オストロブスキーの指導下に島り，そこにはツアーリ

政府の三人の大臣が入っていた。その三人とは，蔵相，内栢，国有財産相で為るc 一方

は， 830の評議会から選出され， ヴェ・イ・ヴェシニヤコフを代表とする詩人の委員

会であるo この委員会は，長期に渉る審議の末，やっと1909年になって新しい内規の草

案をつくったが，どの一つもツアーワ政府の賛成を得られなかった。

3. 1905年革命を堺としてそれ以後

(1) 

20世紀のはじめは， 830の活動はいよいよ不活設なものになり，単に文献を通じて

だけのものになったc この時期の協会評議会のメ γパーは，ブ、ノレジョア化した貴族であ

り，それが協会を指導していた。協会は無党派組織という立前であったが，評議会の大

多数が後にカデヅト党の中核となった「解放同盟Jに参加したことは，協会の政治的立

場をはっきりとあらわしていた。

1905年の革命運動に押されてツアーワ政府が国会揺集を約束したとき， 830の左翼は

国会が革命的危機を解決することは考えていなかったc この時期の“Tpy瓦bI"に「国民集

会の選挙についてJ1) と題する記事があるC 協会が提唱したのは「国民集会jで4sっ

7こ。

1905年革命の軸となっていたのは農業問題であろう。農業問題の解決に当った 830

が何よりも先に考えたのは，地主的土地所者の利益である。 1904年に，統計学者エヌ・

エフ・アンネ γスキーを代表者とする農業問題委員会がつくられた。この委員会のメン

バーの大多数，たとえば，ェス・エヌ・フロコポヴィッチ， 7 ・7 ・スタポヴイヅチ，ヴ

ェ・ヴェ・ヒジニャコフ，エザ・ヴェ・ホドスキーなどは，カデット党の積極的な党員

となった。農業問題の解決に当ってかれらの打出した主張は，地主の土地の没収ではな

くて，農民の生活水準の向上と農民への平等な市民権の分配とで、あった。 830の評議

会は，国内に土地不足農民のいることを否定しなかったが，辺境への移住， ヨーロッ

パ・ロシヤの国家的土地フォンドからの分与，そして最後に，地主たちが農民に自由に

土地を売ることによってこの問題は解決されるとしていた。 1905-1906年の農民運動の

原因を調べるために， 830は1906-1907年にロシヤ47県に及ぶ広汎な調査を行った。

830第三部は 1万4千部のアンケートを全県に配布し，回答1，400を得たc従来のア

ンケートが，精々数十通の回答を得たのにくらべて，この数はまったく記録的なもので

あった。この調査を積極的にすすめたのは，費挨プノレジョアジーではなく，主として学

1)“Tpy江bI"，1905， T.2 
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者グループで、あった。すなわち，ベ・ベ・ヴェセロフスキー，ベ・ベ・マースロフ，ヴ

ェ・ゲ・グラマン，ア・イェ・ロシヅキー，エス・エヌ・プロコヴイヅチ等である。トウ

ガン・パラノフキーは「問題を協会々員自身があらゆる側面から解明するために，無党

派的，客観的，学問的iこ究明することは，ただ協会の中でだけ可能である Jl)と言ったが

協会を超階級的な機関たらしめようとする試みは現実的には意味のないことで、あった。

20註紀の最初の10年間に B30の論壇に登場してきたのは，ベ・ベ・ストノレーヴェ，

イ・エム・ゴリドシュテイン，ベ・ベ・ヴェセロフスキー，エリ・ベ・カフェンガウス

等である。シンジケート発生の原因，ロシヤの一!曹の資本主義化におけるシンジケート

の役割等については，かれらの間に必ずしも統ーした意見は見られないが，ともあれ，ロ

シヤの資本主義が西武資本主義の発展の道を繰返しているという点で‘異論はなかった。

工業部門での独占連合との相関々孫、について，土地所有者たちの間には多くの問題が

あった。株主たち〈石炭，金屠，石油等〉の土地所有の増大，銀行の役割の強化，外国

貿易にむiする独占的なf面務致策，労働運動の激化等々である。

1914年， 830第三部に「理論的諸問題研究委員会j が設けられた。この委員会で審

議された主なる論題法，次の通りであるc

経済の理論と志用の栢関々係について

イェ・エス・ノレウザエ，ベ・ベ・ストノレーヴェ

忍営独占の理論について

エス・オ・ザゴノレスキー，ストノレーヴェ

F.¥えT.Taylor (1865-1915) の生産組織について

ベ・ア・シュピヅツベノレグ，ア・オ・グウシコ

(2) 

第一次世界大戦に際L，1915年 1月30Bツアーリ政府法，戦争状態の故を以てこのロ

シヤ最左の自体の活動を禁止した。しかし，評議会の活動は停止することなく続けられ

た。“Tpy瓦bI"は‘1915年の初めに発行し，遂にそれが最後のものとなった。

1914年末に，経済学教授ア・エス・ポスニコフを代表とする「戦争の需要のための特

別委員会」が設けられ，国の財政状憩，謀説政策等の研究に当ったが，政府機関に入っ

ていなかったので実際上の役割を果し得なかった。 1916年， 830は全ソ都市同盟と一

緒に「国の経済的問題に関するプログラム」の作成に参加した。

1917年の 2月革命以後， 830の活動は再び盛り返してきた。ツアーワ政府は依然と

して圧迫し続けたが，このことは読会のブルジョア・グループの不請をよんだ。専制政

府が倒れたとき 830は見事な転換を行った。日く「協会は一再ならず前政権から圧迫

されてきた。最近の25年間は，殆んどなきに等しいものにされてきた。偉大なるロシヤ

の革命のみが， 1窃会に負わされた圧迫から協会を解放したJ02) 

1)口fHA瓦， φ.91 
2) TaM )Ke 
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2月革命以降， B30の中でブ、/レジョアジーと小ブルジョアジーの中間屠が強くなっ

てきたc 協会の名誉会員のポストも，顕官貴族ではなくて，小ブノレジョアジーの代表者

たちが占めるようになってきた。たとえば，エヌ・エス・チヘィゼ，ア・エフ・ケレン

スキーなどである O

B30の行き方は，臨時政府のそれとまったく一致していた。 B30の中で主要な問題

となっていたのは，怠的土地所宥擁護の問題であるo 1917年4月， B30の下に， カデ

ットの活動家エム・イ・ツガンーバラノフスキーを代表者とする農業改革連盟ベトログ

ラード支部(農業委員会〉ができた。 6}jには連盟の全ソ大会が開かれたが，そこで主

張されたのは「怠的所宥権の擁護Jである。この連盟のメンバーは，臨時致帝の中央土

地委員会の積極的な参加者であった。

10月革命に対して， B30の反革命的グループは，公然、たる反対の態度をとった。革

命政府は， B30にたいする物質的援助を止め， B30は静かにその暮をとちた。 B30

の学者グループ，カ・ア・パジトノフ，ベ・イ・リャーシチエンコ，エヌ・ア・カブ、ノレ

ココフ，ヴェ・ヴェ・スヴャトロフスキー，ヴェ・ヤ・ジェレズノフ等は，革命後も依

然として学者としての活動を続けてきた。(第二部経ワ，以下次号〉

附記

Michael Confino氏の近著“Domaineset seigneurs en Russie vers 1a fin du XVIIle 

siecleぺParis，1963は，その第一章を「自由経済協会報」に充て，数々の資料を呈し
ているが，すでに校正の後に入手したので，これまでのところで利用することができな

カミった。
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o lle兄Te~bHOCTH HMnep8TopcKoro BO~bHOrO 
3KOHOMR4eCKoro 06lll，eCTB8. 

5IM3MOTO C3TOCH 

日MnepaTopCKoe BOJIbHOe 3KOHOMHl..IeCKOe 06w.eCTBO 6blJ10 OCHOBaHO B 1765-M 
ro~y H npHcyw.eCTBOBaJIO no可TH ~O OKT兄6pbCKO註 peBO.'lぬU.HII. Cpe~H 50-60 co-

BpeMeHHbIX aHaJ10rWleCKHX 06山eCTB，KOTopbIe 6bI，，1H C03)laHbI H3 EBponeIIcKoM 

KOHTIlHeHTe， TO，}IbKO BO.lJbHOe 3KoHoMwlecKoe 06凶eCTBO npHcy江~eCTBOBaJIO 3a CTO 

江沼Tb~ec兄T .lJeT・ EcλH rOBopHTb 06 9TOM C TOl..lKH 3peHH兄 p33BHTH兄 npOH3BO~HTe­

JIbHbIX CHJ1 B POCCHH， TO no~06HbI註中3KT He HB，，'l兄eTC兄 He paUHoH幻 bHbIM・且pyアrBYiII

LlJOB3MH， B 9TOT nepHO)l B POCCHH )lJI兄 pa3BHTH兄 npOH3BO瓦HTe，，1bHbIXCH.lI Tpe60Ba-

J10Cb CHJ1bHoe pyKOBO江CTBOno TeXHHKe Bo06w.e. Heλb3兄 CKa3aTbl..ITO， Ha npoT兄)KeHHe
BCεrO nepHo~a CBoero cYW.ecTBoBaHH兄 9Toro06lIJ，ecTBa pa60TaJIQ aKTHBHO. O~HaKo 

K3KyIO )Ke Bce-TaKH poえbCblrpaJIO 9TO 06lIJ，eCTBO )lえ冗 pa3BHTH兄口pOH3BO)lHTeJ1bHbIX

CHJl B POCCHH Ha npoT冗五eHHe3a CTO ，]IeT (u 60JIbllle 刃.C.) CBoeH aKTHBHoii )le兄Teλb-

HOCTH? ABTOp CTaTbH nOCTaB狂JI nepe)l c060員 3a)lat.Iy OTBeTlfTb Ha 3TOT Bonpoc. 

ABTOp B CBoe員 pa60TeOCTaHaBJIHBaeTC冗 Ha Bonpocax HCTOpHH BOJIbHOrO 3KOHOMH-

可eCKoro06w.ecTBa， a TaK )Ke Ha nO.:1O来日TeJIbHO註 pOJIH，KOTOpy回 OHO CbIrpaJ10 B 
pa3BHTHU TeXHHKH Bo06凶 e. B TO )Ke BpeM冗 OH paccKa3bIBaeT 06 oTpHu.aTeJIbHbIX 
CTopOHax ~e兄TeJlbHOCTU 06lIJ，eCTBa， KOTopble HalllJIH CBoe Bblpa)Kemle B 3alIJ，HTe 

nOCJIe)lHbIM HHTepeCOBロOMelIJ，H可beroK.TIaCca. I1cTOpUl..IeCKa兄l..IaCTbpa60TbI H3J10)KeHa 

B )KypHaJIe“Slavic Studies" NQ 9， 1964 ro五a. BTopaH l..IaCTb 6y ~eT H3JIO)KeHa B NQ10 

Toro )Ke )KypHaλa. 
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